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概要(1/3） CARAVANとは？
CARAVAN
＝(Compact Antenna of Radio Astronomy VLBI Adapted for Netowork)

VLBI観測や開発実験を目的とした小型電波望遠鏡システム。

ＣＡＲＡＶＡＮ1号機、2号機
・大型の設備を持たない大学研究
室等でもＶＬＢＩ観測実験を行うこ
とを目的として開発。

・CARVAN1号機はアンテナ直径
65cmながら鹿島34ｍアンテナと
の間で、クェーサー(22GHｚ帯)の
フリンジ検出に成功！



概要(2/3 ) CARAVAN2400

ＣＡＲＡＶＡＮ 2400
・小型VLBIアンテナの試作機
・情報通信研究機構鹿島と
国土地理院が共同で開発
に着手
・海面変動のモニターを目的に
開発されたアンテナを活用
・X-band単周波受信アンテナ

様々な場所で高精度な
VLBI観測が可能となる！



Ta：アンテナ温度、Tsys:システム雑音温度

（1，2の数字はVLBI観測局をあらわす）

B：受信帯域幅、t：積分時間

概要(3/3) 小型ｱﾝﾃﾅとｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄVLBI

ギガビットVLBIシステム(NICT開発)により
小型アンテナシステムが実用化可能となった。

(受信帯域幅Bが拡がるほど、信号対雑音比が改善される)
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紹介(1/4) CARAVAN 2400 建設の様子
２００５年1～２月 コンクリートベット施工～アンテナ設置
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紹介(2/4) CARAVAN 2400 スペック

右旋円偏波(RHCP)偏波

ｶｾｸﾞﾚﾝｱﾝﾃﾅ、ＡＺ－ＥＬﾏｳﾝﾄ形式

ｱﾝﾃﾅ105ｋｇ、架台535ｋｇ重量

1°/sec(AZ、ELともに)ｱﾝﾃﾅ駆動速度

0.1°ｱﾝﾃﾅ指向精度

ｱﾝﾃﾅｺﾝﾄﾛｰﾗｰ＋Sky Sensorｱﾝﾃﾅ制御方法

１２５Ｋ(常温LNA)雑音温度

約1.1°ＨＰＢＷ

8.18‐8.60ＧＨｚ受信周波数

2.4ｍｱﾝﾃﾅ直径



紹介(3/4) CRAVAN 2400全体図
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紹介(4/4) CARAVAN 2400 フロントエンド
ホーン
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水素ﾒｰｻﾞｰ基準信号発生器

10ＭＨｚ

f＝8.5GHz／

－40dBm

LNA BPF、PLO、Ampなど



開発状況(1/4) システム雑音温度測定

Phot測定時の様子

Psky ：アンテナを天頂付近に向けIF信号をパワーメーターで測定(‐2.67dBm)
Tsky ：3K
Phot ：アンテナホーンへ電波吸収対を取り付け測定(昼間)(2.25dBm)
Thot ：放射温度計で測定（310K）
Pcold:アンテナホーンへ電波吸収対を取り付け測定（夜間）(1.95dBm)
Tcold:放射温度計で測定（284K）

受信機雑音温度

TLNA＝（ ThotーY Tcold）／（Y－１）≒77K
但し Y= Phot ／Pcold

システム雑音温度

Tｓｙｓ＝（ Thot＋TLNA）／Y´≒125K
但し Y´= Phot ／Pｓｋｙ

電波
吸収体



開発状況(2/4) 月の待ち受け観測
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・IF信号をディテクターとペンレコーダーで記録

・アンテナは静止状態で月の信号を待ち受ける

・観測結果より → HPBW≒1.1°

・実際にピークを示した時間ー待ち受け予測時間＝3.9分

よりアンテナAz方向の設置誤差を約0.8°と見積もった。



開発状況(3/4)
鹿島11mアンテナとのフリンジテスト

相関結果
CARAVAN２４００
バックエンド

鹿島11mアンテナ
バックエンド

CARAVAN 
2400 鹿島11m

アンテナ

太陽を追尾し

フリンジ検出を試みる

ソフトウェア相関器



開発状況(4/4)
鹿島11mアンテナとのフリンジテスト結果

サンプリングレート：1Gsps/2bit
積分時間：4秒

観測対象：太陽
観測日時：12/7 UT02：18：00

～ UT02：18：03



まとめ

◆アンテナ設置誤差の確認、補正
◆アンテナコントローラーとSkySensorの表示角度差の確認、補正
◆アンテナ開口能率の見積り
◆クェーサーをターゲットとしたフリンジテスト
◆観測スケジュールに沿ったアンテナ制御

今後の開発項目、課題

◇システム雑音温度を測定した

Tsys＝125K
◇月の待ちうけ測定により、アンテナビームの半値幅、及びアンテナのAz
方向の設置誤差を確認した

HPBW＝約1.1°、Az方向設置誤差＝約0.8°
◇初フリンジテストが成功した

（アンテナ駆動系、受信機系が正常に動作していることを確認できた）


